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据え付け工事は、必ずお
買い上げ販売店または専
門業者（電気工事士）に
依頼してください。 

電気蓄熱暖房器それぞれ
単独にブレーカーの取り
付けが必要となります。 

暖房器の上に物を載せたり、
腰をかけたりしないでく
ださい。 

 
 
（パネルが変形すると部分的に温度が上
昇し、故障の原因となります。） 

ブレーカーは定格容量（ア
ンペア）以上のものを使
用してください。 

アース線は必ず接続して
ください。 

 
（取り付けられていないと、感電や故障の
原因となります。） 

湿気の多い（水のかかる恐
れのある）場所で使用しな
いでください。 

 
 
（感電や故障の原因となります。） 

点検や修理をご依頼され
た時には、必ずブレーカー
を「OFF」にしてください。 

 
 

（感電の恐れがあります。） 

暖房器の中に硬貨などの
金属や異物を入れないで
ください。 

 
 

（感電や故障の原因となります。） 

カーペット、ビニール系床材、
畳の上等の不安定な場所に
は直接設置しないでください。 

 
（転倒・故障・火災等の原因となりますので、必ず敷板、
板畳等の加工を施した後、設置してください。） 

水をかけたり、お茶等をこ
ぼさないでください。 

 
 
 
（故障や感電の恐れがあります。） 

（この暖房器は居室を暖房する目的で製作
された製品です。これ以外の用途では使用
しないでください。） 

長期間ご使用にならない場
合や、動作しなくなったり
異常がある場合は、必ずブ
レーカーを「OFF」にして
ください。 

電源コードを引張ったり、
折ったり、無理に曲げたり
しないでください。 

暖房運転中は掃除機等で
吸込口、吹出口を吸込まな
いでください。 

 
 

（故障の原因となります。） 

 
 

（感電や火災の恐れがあります。） 

暖房以外（乾燥等）の用途
には使用しないでください。 

注意 

警告 安全にご使用いただくために 

暖房期間中、換気扇等を連続運
転したり、換気孔や窓を開け放
しにしておくと熱が奪われ、蓄
熱量が不足することがあります。 
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機　　種

NHS-11

NHS-22

NHS-33

付属品 

3

32「暖吉くん」の仕組みと特長
「暖吉くん・Nシリーズ」は、深夜の安い電力を利用して、蓄熱レンガに熱をため、

この熱を放熱調節により、取り出して暖房する「電気蓄熱暖房器」です。

電気蓄熱暖房器は、火を使わず室内の空気を汚さない、安全でクリーンな暖房器です。

熱源は電気エネルギー。燃料切れや
燃料漏れによる火災の心配がありま
せん。空気を汚さないのでおやすみ
の時も安心です。 
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200Ｖ 

機　　種 

NHS-1100 

NHS-2200 

NHS-3300

蓄熱レンガ数量 

６ヶ（３パック） 

12ヶ（６パック） 

18ヶ（９パック） 

壁取付用木ネジ付属数量 

 

８本 

壁取付用必要数量 

２本以上 

３本以上 

４本以上 

床固定木ネジ使用数量 

２本 

２本 

２本 

付属品 

蓄熱ツマミ 

4

3 構造と各部の名称
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4 操作方法

① 

② 

蓄 熱 量  

放 熱 量  

200V電源のブレーカーを「ON」にしてください。 

5

5
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5 故障かな!?と思ったら
修理を依頼される前に、この表に従って症状をお確かめください。
これらの処置で直らない場合や、この表以外の症状の時は、お買い上げの販売店

または当社までご相談ください。

症　　状 調べるところ 対処方法 

A.暖房器が温まらない 

B.部屋が暖まらない 

C.わずかに、におい
　や煙が出る 

D.不規則な音がする 

ブレーカーが「OFF」になっていませ
んか？ 

蓄熱ツマミが「切」または、低い設定
になっていませんか？ 

まずAの項目をご確認ください。 

放熱ツマミの設定が低くありませんか？ 

必要な離隔が確保されていますか？ 

200Vのブレーカーを「ON」にしてく
ださい。 

お好みの蓄熱量に設定してください。 
 
 

放熱量の設定を大きくしてください。 

P7の離隔距離を確保してください。 

長時間蓄熱を止めていませんか？ ほこりや湿気で臭いが出ることがあり
ます。 

試運転や初めて蓄熱運転された場合の
臭いですか？ １～２回蓄熱運転すると消えます。 

蓄熱運転や暖房運転時に出る音ですか？ 筺体金属やヒーターの熱膨張や収縮に
よる音で異常ではありません。 
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機　種
NHS-11
NHS-22
NHS-33

・本体裏面に
ーブル（3
と接続する

・電気蓄熱暖
必要となり
のをご使用

・アース線は
・ケーブル接

電源ケーブ
・ケーブルの

してくださ

6 据　　付

注意事項 

棚下等設置の場合 

・カーペット・ビニール系床材・畳の上
には直接設置しないでください。 

・必ず床に固定された敷板の上に設置し
てください。その際、本体と敷板は木
ネジで固定してください。 

・上方30㎝以上の離隔を取ってくだ
さい。棚板等が熱の影響を受け変形、
変色する恐れがあります。 

・スリット加工等、熱がこもらないよ
うにしてください。 

20cm以上 

※棚下等の設置の場合は 
　30cm以上 

2.5cm

4.5cm 
以上 30cm以上 

4.5cm 
以上 

壁・カーテン・家具・棚等に対して離隔を取ってください。十分な離隔が確保されてい
ないと壁・カーテン・家具・棚等が変色する恐れがあります。 

スリット 

0cm  
以下 

2.5cm

30cm 
以上 

（棚下設置の場合） 
（オープン設置の場合） 

①壁、カーテン、家具、棚等から所定の離隔を取った状態で設置してください。 
 （6-3据付位置決め参照） 

周囲を壁や棚で塞ぎ、充分な離隔が取られていないと故障の原因となります。また、家具や壁が変質・変色したり、
火災の原因となる恐れがあります。特に左右の側面については、点検・修理作業に必要なスペースとなります。 

②カーペット・ビニール系床材・畳の上には直接設置しないでください。 
 （6-3据付位置決めを参照） 
③電気配線は必ず、本体付属の耐熱ケーブルをご使用ください。 （6-5電源の接続を参照） 
④転倒防止金具で必ず本体を壁と床に固定してください。 （6-6本体の固定を参照） 
⑤設計あるいは建築段階で壁に補強板が敷設されていることを必ずご確認ください。その上で

本体を設置してください。  　　　　　　　　　　　　　　　　　   （6-6本体の固定を参照） 
　設置する暖房器の総重量を必ず確認の上、床補強を行なってください。 （9標準仕様を参照） 
⑥本体を組み立てるネジは確実に締め付けてください。 （6-7蓄熱レンガ組込を参照） 
⑦断熱材は慎重に取り扱ってください。 （6-7蓄熱レンガ組込を参照） 

断熱材を破損させたり、変形させた場合はそのまま使用しないでください。熱漏れ等により表面が高温になり、
故障の原因となります。 

⑧チェックリスト（6-8参照）をご活用の上、据付工事を行なってください。 
⑨位置決めなどの目的で、暖房器を移動する場合は、引きずらないで持ち上げて移動してくだ

さい。床を傷つけたり、暖房器の転倒時電源遮断スイッチが破損する恐れがあります。 
⑩清掃について 
　レンガ組み入れ後、内部の清掃を必ず行なってください。 

①据付位置決め。　②電源ケーブル（付属）屋内配線との接続。 
③本体の固定（転倒防止金具取付）。　④蓄熱レンガ組込。 

※電気工事店の方々への注意事項 
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脚カバー 

機　種 
NHS-1100
NHS-2200
NHS-3300

電　圧 

単相200V

本体電源ケーブル 

HVCT 
3.5e×3C

ブレーカー容量 
10A
20A
30A

屋内配線の太さ（VV線） 
1.6㎜ 
1.6㎜ 
2.6㎜ 

・本体裏面に付いている200V用耐熱キャブタイヤケ
ーブル（3.5e×3C）を、電源ボックスの屋内配線
と接続する。 

・電気蓄熱暖房器それぞれ単独にブレーカーの取付が
必要となります。ブレーカーは、定格容量以上のも
のをご使用ください。（下表参照） 

・アース線は必ず接続してください。 
・ケーブル接続の際は、転倒防止金具に吊下げられている

電源ケーブルの結束バンドを取外してご使用ください。 
・ケーブルの配線は、本体背面に接触しないよう注意

してください。 

６-４ 前板および脚カバーの取外し

①脚カバーと操作ツマミを取り外す

②前板下部、左右のネジを取り外す

③前板下部へ手をかけ、持ち上げる
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① 

②ヒータ

9

①壁固定金具を壁に固定する。
（注）建設段階で壁に補強板〔幅100mm以上×厚さ20mm以上×長さ（L2下表）〕を準備

してください。

機　　種 
NHS-1100 
NHS-2200 
NHS-3300

L１寸法 
316a
629a
942a

L２寸法 
356a以上
669a以上
982a以上 

598.5㎜ 

壁固定金具 

25mm

ワッシャ付 
M5ネジ 

②本体を最適な位置に設置し、壁固定金具と本体を付属のネジ（M5）で止めて
ください。

６-６ 本体の固定（転倒防止金具取付）
地震等による転倒を防止するため、付属の壁取付用木ネジ・床取付用木ネジを使用して

確実に本体を壁と床に固定してください。一般的な一戸建住宅で固定する場合を想定し

ています。高層マンションや高層団地などに設置する場合は、当社までご相談ください。

※1 A寸法が等間隔になるよう木ネジで固定を行なってください。
※2 付属の木ネジを使用してください。

数量はP－4に記載している壁取付用必要数量以上で固定してください。

A
A

A
A

壁固定金具
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※内前板を持ち上げて外す。 ① 

②ヒーター固定用ダンボールを外す。 

10

③本体の脚部分を床面に固定してください。……下図

※カーペット、ビニール系
床材、畳上の敷き板設置
を行なう場合、同様に本
体の脚部分で敷板を木ネ
ジで固定してください。
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注意：この表示が見えなくなるよう
に板を差し込んでください。 

内前板は必ず架
台の内側に差し
込んでください。 ※内前板下部に印字されています。 

⑤内前板を取り付ける。 

前板と脚カバーと操作ツマミを 
取り付けてください。 

操作ツマミ 

④ 

⑥ 

11

③ 

※NHS-3300は左右から順にレンガを組み込み、最後に真中のレンガを組み込んでください。 

ヶ 
ヶ 
ヶ 

本 

本 

本 
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６-８　チェックリスト

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

項目 チェック欄 チェック内容 

本体設置位置の確認。壁、カーテン、棚、家具等に対して十分離隔を確保したか。 
（側面4.5cm以上　上方20cm以上　棚下設置の場合30cm以上　後方2.5cm 
  前方30cm以上） 

本体付属の耐熱ケーブルと屋内配線を確実に接続したか。 
（200V配線の接続間違いはないか） 

壁に転倒防止金具を規定の壁取付用木ネジで確実に固定したか。 
※詳しくはP－4とP－9をご確認ください。 

本体と壁固定金具はM5ネジで確実に固定したか。 

レンガを組み込む際、蓄熱ヒーターを誤って曲げたりしていないか。 
レンガは後側から組み込み、ヒーターを確実に挟み込んだか。 

断熱材を組み込む際、破損や変形はしていないか。 

内前板は、架台の内側に差し込んだか。また内前板下部に印字されている文字が見えなくな
るまで差し込んだか。 

ネジの締め忘れ、ゆるみはないか。 

６-９　試運転
据付が終わった後、必ず試運転を行ない暖房器が正常に運転するか確認してく
ださい。

①絶縁抵抗を測定してください。
電気用品安全法（旧電気用品取締法）に基づく技術基準により、暖房器の絶縁抵抗は

１ＭΩ以上（500Ｖ絶縁抵抗計にて）となっております。しかし、使用開始時や長期

間放置されたときは、蓄熱体などが結露により吸湿して、絶縁抵抗が低下（0.2ＭΩ以

下）し、漏電ブレーカーが動作する場合があります。このような場合は、暖房器を十

分に乾燥させ、絶縁抵抗が回復していることを確認の上、再度通電してください。

②200Ｖ電源を通電し、「蓄熱」ツマミを「中」に合わせ、所定の電流（下表
参照ください）が流れることを確認してください。

③試運転終了後は「蓄熱」ツマミを「切」の位置に合わせてください。また、
ご使用になるまで、200Ｖ電源ブレーカーは「OFF」にしてください。

機　種 NHS-1100 NHS-2200 NHS-3300

電流（A） 4.9̃6.1 9.9̃12.1 14.8̃18.2
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87 補足説明

転倒時電源遮断スイッチ 

手動復帰型蓄熱温度 
過昇防止器 

本機には以下の安全装置を搭載しています。 

蓄熱運転停止 蓄熱制御異常時 手動復帰型蓄熱温度過昇防止器 

蓄熱運転停止 
※上記の復帰方法は工事業者の作業になります。 

NHS－3300

NHS－2200

NHS－1100

制御リレー 

蓄熱コントローラー 

転倒時電源 
遮断スイッチ 

蓄熱温度 
過昇防止器 

200V 
電源 

：温度過昇防止器が作動した場合は、販売店又は当社までご連
絡ください。

注意 
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8 点検、アフターサービス

点検・お手入れ

暖房器を永く快適にご使用していただくために、ときどきお手入れが必要です。

点検、お手入れの際は、1～2ページの注意事項を守ってください。

①　暖房器底部のすき間は綿ボコリがたまりやすく、そのままでは暖房能力が低
下する恐れがあります。時々、掃除機でホコリやゴミを取り除いてください。
暖房運転中の清掃はやめてください。200Vブレーカーを「OFF」にして、暖房器を冷やしてから清掃

をしてください。

②　本体表面のほこりや汚れは、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。
ベンジンやシンナー等は表面の塗装を傷めますので、使用しないでください。

③　末永く安心してお使いいただくために、３シーズンに１回程度、お買い上げ
の販売店または当社に点検依頼されることをおすすめします（有料）。

アフターサービスについて

①　この商品の保証書は、裏面に添付しております。
保証書は必ず「お買い上げ年月日」と販売店名等、所定事項をご確認の上、
大切に保管してください。

②　保証期間中に修理を依頼される時は、お買い上げの販売店または当社までご
連絡ください。保証書の内容に従って修理いたします。

③　保証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売店または当社までご相
談ください。有償修理いたします。なお、交換用部品は、本製品の生産終了
後も、10年間は供給いたします。

④　製品に異常のある場合、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりするこ
とは絶対にやめてください。大変危険です。

⑤　修理などアフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店また
は当社までお問い合わせください。
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※1 有効蓄熱量（MJ）＝定格容量（kW）×通電時間×蓄熱効率×3.6（1kW/h=3.6MJ）1MJ=239kcal 
　　蓄熱量は試験値です。ヒーター容量の誤差により多少異なる場合があります。 

※2 8時間蓄熱時 

■仕様の一部をおことわりなく変更することがあります。 

項　　　目 

 

蓄　熱 

 

形　状 

 

重　量 

蓄熱方式 

有効蓄熱量※1 

蓄熱効率※2

横幅 

高さ 

奥行 

本体 

蓄熱レンガ 

総重量 

 
材　質 

蓄熱レンガ 

断熱材 
 

制　御 
蓄熱量 

放熱量 

暖房方式 

蓄熱レンガ数量 

安全装置 

標準機能 

本体カラー 

定格容量 単相200V

NHS-1100

24.1MJ 

76%

1.1kW 

420mm

16kg 

41kg 

57kg 

6ケ 

48.7MJ 

77%

2.2kW 

733mm

26kg 

82kg 

108kg 

12ケ 

73.1MJ 

77%

3.3kW 

1,046mm

36kg 

122kg 

158kg 

18ケ 

酸化鉄系 

シリカ・アルミナ系断熱材 

切、小～大連続設定 

小～大連続設定 

○蓄熱温度過昇防止器　○転倒時電源遮断スイッチ 

転倒防止金具 

ホワイト系 

8時間蓄熱型 

自然放熱型 

635mm

190mm（壁固定金具含む、本体のみ165mm） 

NHS-2200 NHS-3300

9 標準仕様

当社標準仕様の製品は、一般財団法人ベターリビング（BL）の「優良住宅部品」の認定を受けて
おり、BLシールが貼付されています。

優良住宅部品には、住宅部品及び施工の瑕疵に係る担保責任保険及びこれらの瑕疵に起因する損
害に係る賠償責任保険が付されています。

当社の定める施工要領を逸脱しない据付工事に瑕疵が生じ、施工者が無償修理や損害賠償を行っ
た場合、BLマークの証紙が貼付されている部品については、BLのBL保険制度により、保険金が支
給されます。

優良住宅部品は、設置する場所（適用範囲）を設定して認定基準等が規定されております。その
ため、優良住宅部品を適用範囲外（P-1～P-2を参照ください）で使用される場合は、優良な部品と
しての性能等が発揮できないことがあるとともに、優良住宅部品認定制度に基づく優良住宅部品と
はなりませんので、ご注意ください。

なお、当社の特殊仕様の製品にはBLの認定を受けていないものもありますのでご注意ください。
BL保険制度の詳細についてはBLのホームページ（http://www.blhp.org/）を、当住宅部品の施

工要領の詳細については当製品の取扱説明書・据付説明書を御覧ください。
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